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臨床実践能力の修得に向けた統合実習Ｂの達成度
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はじめに
2009年度に新カリキュラムが改正１）され，統合分野が設
置された。統合分野には，「在宅看護論」と｢看護の統合
と実践｣を教育内容として新たに位置づけられた２）。臨地
実習では「看護の統合と実践」において，複数の患者を
受け持ち，臨床実践の中で必要な基礎的知識と技術を統
合的に体験することと，看護管理について臨地での学び
を深めることが求められた。これらは，卒業後臨床現場
にスムースに適応できるようにという意図をもって臨床
実践能力の育成として位置づけられた３）。
Ａ短期大学では，これらの「看護の統合と実践」を
「統合実習Ａ」と「統合実習Ｂ」の科目立てを行った。
「統合実習Ａ」では，複数の患者を受け持ちケアの優先度
の判断ができることを目的とした。「統合実習Ｂ」では，
看護チームのメンバーシップ及びリーダーシップ能力を
養い，他職種との連携や看護管理におけるマネジメント
の必要性が理解でき，看護の専門職として倫理観を養う
ことをねらいとした。
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また，「看護の統合と実践」に関する先行研究は，カリ
キュラム改正後，初年度の臨地実習のためのカリキュラ
ムデザインに関する報告は多々あるが４）５），授業実践後の
評価に関する研究は見られなかった。そこで，今回は
「統合実習Ｂ」の看護管理のマネジメントの到達度と学び
について調査を行った。その結果，カリキュラム改正後
の初年度での問題や今後の課題が明らかになり，次年度
の実習への示唆を得たので報告する。
Ⅰ．研究目的
臨床実践能力の育成に向けた統合実習Ｂの評価を行い，
学生の達成度と学生の意見・感想を分析し，教育効果な
らびに今後の教育上の課題を明らかにする。
Ⅱ．研究概要
1． 研究の背景と意義
近年の看護基礎教育では多くの場合,学生が一人の患者
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本研究の目的は，看護管理を基盤とした統合実習Ｂの学生の達成度を明確にすることである。分析した結
果以下のことがわかった。達成度は，5段階リカ―ト法を用いて5項目の平均得点で比較を行った。各項目間
の比較は，等間隔尺度を用いて理解度をみた。
１． 「実習目標の達成度」は96.3%と高く，「今後の役立ち度」も93%であった。
２．実習目標の項目別理解度では「病棟の病床管理」が3.9点で最も高く，「教育との連携・倫理観」が3.0点
で最も低かった。
３．実習目標の内容別理解度では「医療チーム」，「安全管理」，「人材の確保と育成」の内容が98.3%の同率で
全項目中最も高く，「看護の機能評価」が51.2% で最も低かった。また，「学校と臨床との調整・連携」も
66.7%と低かった。
４．実習目標の達成度と実習内容の理解度に強い相関があることがわかった。( r＝0.70～0.50，P＜0.000 ）
５．学生の学びや感想では，「管理者の役割・機能」について学べたと述べ，「教育と臨床の連携不足」を感
じていた。
以上のことから，カリキュラム改正初年度の看護管理実習「統合実習B」における学生の自己評価による
達成度は高く，臨床実践能力の修得，看護をマネジメントできる基礎的能力の育成に繋がっていることがわ
かった。また，教育上の課題も明確となったので検討を加え改善していきたい。
（キーワード）達成度・理解度，統合実習B，シャドーイング，臨床実践能力
を受け持ち，看護ケアを計画・実践・評価するという実
習方法を展開してきた。そのために卒業後に臨床現場で
複数の患者を対象にし，ケアの優先度を考えながら時間
内に業務を実施するということは極めて困難であり，こ
のことが卒業後の新卒看護師の離職にもつながっている
と指摘されてきた６）。　
一方，医療現場では医療事故防止や患者・家族の意識
の変化など看護師に求められる知識や技術，対人関係能
力などがますます高まり，卒業後の看護師の能力と臨床
で求められる能力のギャップが大きく，安全で適切な看
護を提供することが懸念された７）。このような現状を踏ま
え,今回の指定規則によるカリキュラム改正に至った。
２．統合実習Ｂの目的・目標・実習内容
看護チームのメンバーシップ及びリーダーシップ能力
を養い，他職種との連携や看護管理におけるマネジメン
トの必要性を理解し，看護管理者の倫理的感性を知るこ
とを目的とした（表１）。
１）統合実習Bの実習目標・方法
①病棟における看護マネジメントの実際を見聞し，リ
ーダーの責任と役割が理解できる。 
②チーム医療および他職種との連携や協働の実際を理
解できる。
③災害看護について，緊急時の対応や予防対策の実際
を知り重要性を理解できる。
④病棟管理者の役割と責任を理解できる。（病棟の理念
と目標，看護方式，看護手順・基準，病床管理，人
事管理，看護教育等）
⑤看護専門職として倫理的感受性をもち，自己の目標
を持つことができる。
２）実習の方法
①成人看護学実習Ｂで実施した施設で実習を行なう。
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表１　総合実習Ｂの目標と実習内容
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臨床実践能力の修得に向けた統合実習Ｂの達成度
②看護単位における管理者の管理体制の実際を見聞し，
シャドウイングを実践する。
３）カンファレンス
①ショートカンファレンス
②反省会
４）記録物
①統合実習Bの記録様式（Ａ４，１枚）
５）実習日程
表２. 週間実習計画
６）実習評価
全出席を原則とし実習態度，内容，記録物で総合的に
評価する
Ⅲ．研究方法
１．調査対象：Ａ短期大学3年生62名に配布，回答者数57
名（回収率91.9%）。
２．調査方法：自記式質問紙調査
３．調査期間：2012年2月24日～3月3日
４．調査内容： Ａ短期大学の統合実習Ｂの目的・目標を
達成する具体的な実習項目・内容として，①病院管理
の役割業務，②看護部長の役割業務，③病棟の組織管
理，④病棟の病床管理，⑤病棟の人事管理，⑥教育と
臨床の連携・倫理観について6項目 30の実習内容に関
する質問を設定し，学生の理解度を求めた。合わせて
統合実習Ｂ実習に関する感想および学びを自由記述で
求め，内容分析を行った。なお，具体的な実習内容は，
テキスト・シラバス・国家試験出題基準を参考に設定
した。
５．分析方法：リカート法尺度を用い，「非常にあてはま
る」から「全くあてはまらない」の5段階とし「非常に
あてはまる」が5点，から「全くあてはまらない」1点
として得点の平均値を用いた。各項目間の比較は，「非
常にあてはまる」「かなりあてはまる」「大体あてはま
る」を「あてはまる」とし，「あまりあてはまらない」
「全くあてはまらない」を「あてはまらない」として理
解度をみた。
分析は，統計ソフトSPSS 17.0Jfor Windowsで相関係
数を算出した。自由記述は内容分析によるカテゴリー
化を行った。カテゴリー化にあたっては共同研究者間
で協議した。
６．倫理的配慮：対象者に研究の主旨を説明し，研究以
外には使用しないこと，匿名性の保持，参加は自由意
志であり実習評価には影響しないこと，公表する旨を
口頭で説明し了解を得た。
Ⅳ．結果
実習目標に対する到達度については，リカート法の5段
階尺度で求めた。学生の意見・感想に関しては，自由記
述の内容分析を行った。自由記述を意味内容の類似性に
従ってコード（「」と表記）化し，サブカテゴリー（『』
と表記）とカテゴリー（【】と表記）に分類した。全体で
57名の学生から66のコードを抽出した。
１．統合実習Ｂの自己評価
統合実習Ｂ全体に対する自己評価を，「実習目標の達成
度」と「実習への取り組み」，「今後の活用度」の3項目で
みた。
実習目標の達成度は96.3%で，実習への取り組みは
89.5%，今後の役立ち度は93.0%であった（図１）。
２）実習目標の項目別理解度　
統合実習Ｂの実習目標の達成度をみた。各項目を5項目
の平均得点を出し比較を行った。理解度が高かったのは
「病棟の病床管理」で3.9点であった。次いで，「病棟の組
織管理」3.8点,「病院管理の役割業務」，「病棟の人事管理」，
「看護部長の役割業務」がともに3.7点であった。次いで
「教育と臨床の連携・倫理観」は3.0点であった（図2）。
３）実習目標の内容別理解度
― 3 ―
5
6
16
17
15
20
30
30
17
2
6
3
0
0
1
0% 50% 100%
ܱ፼Ⴘ೅Ʒᢋ঺
ࡇ
ܱ፼ǁƷӕኵǈ
ʻࢸǁƷ෇ဇ
᩼ࠝƴƋƯƸǇǔ ƔƳǓƋƯƸǇǔ ƩƍƨƍƋƯƸǇǔ
ƋǇǓƋƯƸǇǒƳƍ μƘƋƯƸǇǒƳƍ
᳨=54
䡊=57
᳨=57
 ဨᩍᙜᢸ ┠㡯⩦ᐇ     ᪥᭙ ┠⛉
⤫ 
ྜ 
ᐇ 
⩦ 
㹀 
᭶ ࢚࢜ࣜࣥࢸ࣮ࢩࣙࣥ㸪┳ㆤ⟶⌮ᐇ⩦  
   
  ᑠ㔝ᬕᏊ 
ⅆ ┳ㆤ⟶⌮ᐇ⩦ 
Ỉ ┳ㆤ⟶⌮ᐇ⩦ 
ᮌ ┳ㆤ⟶⌮ᐇ⩦㸪཯┬఍ 
㔠 Ꮫෆ࢝ࣥࣇ࢓ࣞࣥࢫ 
表２　週間実習計画
図１　総合実習の達成度
病棟の病床管理に関する実習内容を,「安全管理」，「病
床管理」，「他職種との協働」，「看護方式」，「災害管理」
の5項目挙げ、その理解度をみた。最も理解度が高かった
のは，「安全管理」で98.3%，次いで「病床管理」98.2%，
「他職種との協働」96.5%，「看護方式」94.8%の４項目の
実習内容が90%を超えていた。「災害管理」は84.1%であ
った（図３）。
病院管理の役割業務に関する実習内容を「病院・看護
部の理念と遂行」「病院経営への参画」「他部門との連絡
調整」「人材の確保と育成」「看護関係機関との連絡調整」
の5項目を挙げ、その理解度をみた。
最も理解度が高かったのは，「人材の確保と育成」で
98.3%，次いで「院内他部門との連絡調整」96.4%，「病
院・看護部の理念と遂行」94.7%，「病院経営への参画」
91.2%で4項目が90%以上であった。「看護関係機関との連
絡調整」は68.4%で最も低かった（図４）。
看護部長の役割業務を「看護の機能評価」，「他病院と
の連絡調整」，「人材確保とキャリアアップ」，「看護管理」，
「リーダーシップ」の5項目でみた。
最も理解度の高かったのは，「リーダーシップ」で，
96.7%が理解できたと答えた。次いで，「看護管理」で
94.7％，次いで「人材確保とキャリアアップ」93％，「他
病院との連絡調整」が80.7％，最も低かったのは，「看護
の機能評価」51.2%であった（図５）。
病棟の組織管理を「メンバーとの関係構築」，「チーム
との連絡調整」，「医療チーム」，「病棟の理念の遂行」，
「各種委員会の機能」の5項目でその理解度をみた。
最も理解度が高かったのは，「医療チーム」で98.3%，
次いで「メンバーとの関係構築」96.8%，「チームとの連
絡調整」と「病棟の理念の遂行」が94.7%で同率であった。
次いで「各種委員会の機能」が91.3%で5項とも90%を超
えた（図６）。
病棟の人事管理に関する実習内容を「勤務表管理」，
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図２　実習目標項目別理解度
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図５　看護部長の役割業務の理解度
17.5
21.1
31.6
35.1
36.8
33.3
28.1
43.9
47.4
45.6
43.9
42.1
22.8
14
12.3
5.3
8.8
1.8
3.5
3.5
0
0
0
0
1.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%
၏౐ƷྸࣞƷ᡾ᘍ
ӲᆔۀՃ˟ƷೞᏡ
ҔၲȁȸȠ
ȪȸȀȷȡȳȐȸƷࢫл
ȁȸȠƱƷᡲዂᛦૢ
᩼ࠝƴƋƯƸǇǔ ƔƳǓƋƯƸǇǔ ٻ˳ƋƯƸǇǔ
ƋǇǓƋƯƸǇǒƳƍ μƘƋƯƸǇǒƳƍ 䡊䠙57
図６　病棟の組織管理の理解度
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図３　病棟の病床管理の理解度
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図４　病院管理の役割と業務の理解度
臨床実践能力の修得に向けた統合実習Ｂの達成度
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「配置・移動」，「健康管理」，「教育・指導」，「キャリア支
援」の5項目でみた。
「勤務表管理」が96.4%と最も理解度が高く，次いで
「配置・ローテーション」が94.7%，「健康管理」93%，
「教育・指導」91.3%，「キャリア支援」が82.4%と続いて
いた（図７）。
教育と臨床の連携・倫理観に関する実習内容を「倫理
的感性」，「倫理的指針」，「学生の教育指導」，「実習生の
受け入れ」，「教育と臨床との連携」の5項目でみた。
理解度が高かったのは，「倫理的感性」で79%，次いで
「倫理的指針」が75.4%，続いて「学生の教育指導」70.2%，
「実習生の受け入れ」68.5%であった。最も低かったのは，
「教育と臨床との連携」で66.7%であった（図８）。
２．実習内容の理解度と達成度の相関関係
実習内容の理解度と達成度をPearson相関係数でみた。
自己評価得点と実習内容の６項目すべてに１%水準で有
意な相関が認められた。（r＝0.700～0.500，P＜0.000）
最も高い相関があった実習内容は，「病院管理の役割業
務」の理解度と達成度であった（r＝0.700，p＜0.000）。
次いで「病棟の組織管理」 （r＝0.685，P＜0.000），「看
護部長の役割と業務」 （r＝0.614，P＜0.000），「病棟の
人事管理」 （r＝0.606，P＜0.000），「教育と臨床の連
携・倫理観」（r＝0.514，P＜0.000），最後が，「病棟の病
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図７　病棟の人事管理の理解度
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図８　教育と臨床の連携・倫理観の理解度
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表３　実習内容の理解度と達成度の相関関係
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床管理」となっていた（r＝0.500，P＜0.000）。
相関が強かった実習内容をみると，「看護部長の役割業
務」と「病棟の人事管理」の相関係数であった（r＝0.781，
P＜0.000）。逆に，「病棟の組織管理」と「教育と臨床の
連携・倫理観」の相関が低かった（r＝0.419，P＜0.001）
（表３）。
３．統合実習Ｂの学び・感想 
統合実習Ｂでは，看護管理に関する学び・感想をカテ
ゴリー分析すると，66コードを抽出した。そこから16の
サブカテゴリーが抽出でき，7つのカテゴリーに分類でき
た（表４）。
カテゴリーをコード数の多い順にみると【管理者の役
割・機能の理解と学び】が30コードで ,サブカテゴリーは
『看護目標の重要性がわかった』『管理職について考える
機会になった』『リーダーの役割が理解できた』『師長の
仕事が理解できた』の4つに分類できた。主なコードは
「管理者が目標をもっていると働きやすいと感じた」「管
理者は責任が大きく幅広い視点が必要だと思った」「管理
職やリーダーの役割が理解できた」と述べていた。
【他職種との連携】が9コードで，サブカテゴリーは
『看護師業務が理解できた』『他職種との連携を知る機会
となった』『他部門との連携が理解できた』の3つに分類
できた。主なコードは「看護師業務の実際を知ることが
できた」「他病棟に行って生（実際）の連携を見た」「外
来などとの病院全体の役割が見えた」と述べていた。
【多角的な視点】は8コードで，サブカテゴリーは『違
う視点での見方ができた』の1つを分類，コードの主な内
容は「今までは患者との関係だったが，組織として働く
という視点がもてた」「看護以外の視点から考えられた」
「多角なものの見方を学べた」などと述べていた。
【教育と臨床との連携不足】は7コードで，サブカテゴ
リーは『教育と臨床との連携不足』『実習内容の格差』
『実習への取組み』の3つに分類できた。主なコードは
「学校と病院の調整が全くできていない」「看護部長の役
割などをもっと知りたかった」「管理についてつかみづら
い点があった」と述べていた。
【管理者の倫理観】は5コードで，サブカテゴリーは
『看護倫理は看護の基盤』の1つに分類できた。主なコー
ドは「看護倫理にのっとって実習を受け入れていたこと
を知った」「管理者の倫理観は必要不可欠なもの」「患者
やスタッフとの関係調整は倫理観に基づいて行っている
ことを知った」と述べていた。
次に，【経験する楽しさ】が4コードで，サブカテゴリ
ーは『楽しく実習ができた』『貴重な経験だった』の2つ
に分類できた。主なコードは「すごく楽しく興味深かっ
た」「今までに経験できないようなことができた」と述べ
ていた。
【チーム医療】は2コードで，サブカテゴリーは『チー
ムとしての視点が理解できた』であった。主なコードは
「チーム医療が患者家族を安心・安楽に導くことが分かっ
た」「今までは患者との関係だったがチームとしての視点
がもてた」と述べていた（表４）。
Ⅴ．考　察
１．実習目標に対する自己の到達度
「統合実習」は改正カリキュラムに新しく追加された
内容や科目と臨地実習を通して，チーム医療の時代にあ
る看護師としてのメンバーシップやリーダーシップを理
解することをねらいとした。先行研究９）では，ケアの優先
度の判断が行えることと，自分なりのタイムマネジメン
トができる基礎的な能力を養うために，複数の患者受け
持ち実習を行い，臨床実践能力の修得，基礎的能力の育
成に繋がっていることがわかった。「統合実習Ｂ」では，
卒業後の新卒看護師の能力と臨床で求められる能力のギ
ャップを少しでも埋めるために，広い視野に基づいた看
護管理の実践の理解を学ぶことをねらいとした。
１）実習目標の達成度
実習目標の達成度，実習への取組み，今後の役立ち度
をみると，ほぼ全員が９割を超えたことから達成できた
と考える。また，卒業後の臨床実践に活かすことができ
ると考える。看護管理実習が指導者に影のように寄り沿
いながら，学生は主体的に学ぶことを通して臨床実践能
力の修得に繋がっていると考える。看護管理実習がシャ
ドウイング実習であることから看護部長の考え方や看護
実践をそばで見て，なぜ，どのように判断して行動をと
ったのかを考える機会となったと考える。
２）実習目標の項目別理解度
実習目標の項目別理解度で高かったのは「病棟の病床管
小野　晴子・川崎　泰子・掛屋　純子・礒本　暁子・塩見　和子・柘野　浩子
表４　統合実習Ｂに関する学生の感想と学び
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理」「病棟の組織管理」「病棟の人事管理」で，平均値が
3.8点であった。これは看護管理の基本は「人・物・金」
で，講義を通して学び，実習を通して比較的目視化する
ことから身近に捉えることができる内容であったためと
考える。山田ら10）は「“見える化”をすることで学生が現
場のリアリティを感じられるようにしておく」ことを進
めている。逆に，「看護部長の役割と業務」の理解度が低
かったことは，看護部長との接点が少なく，中には看護
部長からの指導を受けられなかった学生もいたことから，
理解が低くなったと考える。また，「教育との連携・倫理
観」が3点で6項目中最も低かったことからも，教育側と
看護部長・臨床指導者との連携がもっと取れていたなら，
看護のトップマネージャーとしての病院組織における看
護管理等を学ぶことができ，臨床実践能力の育成に繋げ
ることができたのではないかと考える。
３）実習目標の内容別理解度
病棟の組織管理の理解度では，「院内他部門との連絡調
整」次いで「人材の確保と育成」に関しては，高い理解
度であったが，あとは中等度の理解にとどまった。特に，
「看護関係機関との連絡調整」が低く，臨床講義等を受け
ても，実際にその現場に遭遇することが少ない項目であ
ったために理解が得にくかったと考える。看護関係機関
とは，厚生労働省や県の環境保健課または，看護協会県
支部等であり，関係機関としての連絡調整の頻度はそう
多いわけではなく，学生が理解を得るまでには至らなか
ったものと考える。しかし，耳学問であったとしても一
度その流れや考え方を見聞しておくと，臨床実践の場で
想起しやすくイメージにつながりやすいと考える。
看護部長の役割と業務では，「リーダーの役割」が全項
目中最も高かったことから，病院の組織の特徴を理解し
病院全体の中での看護部の位置づけと役割を理解するこ
とができたのではないかと考える。看護部は病院組織の
中で最も大きな組織であり，そのリーダーとして果たす
役割は大きい。そのトップマネージャーとして，「看護管
理」「人材確保とキャリアアップ」「他病院との連絡調整」
「看護の機能評価」のいずれも中等度以上の理解を得てい
た。
病棟管理者が任された病棟の組織化で，理解度が高か
ったのは，「メンバーとの関係構築」，「チームとの連絡調
整」，「医療チーム」が高い理解度であった。この3項目は，
人と人の関係をつないでいくことが求められていると考
える。メンバーとの関係・チームとの連絡調整・医療チ
ームとの幅広い関係の構築が重要である。いずれも協
力・協調性を要として成立する病棟の組織化で，実践の
場で欠くことのできない重要な役割の理解ができたと考
える。
病棟管理者のメインの役割・機能では，理解度が高か
ったのは，「安全管理」，「病床管理」，「他職種との協働」
が高い理解度を示したことは，これらの項目は日常的に
繰り返され実践していく内容であることから親近感をも
って理解することができた項目であったと考える。特に
「安全管理」や「災害管理」は統合と実践Ｂ・Ｃの科目と
して授業科目に挙げている。それぞれ講義時間数も1単位
の科目である。「看護方式」の理解が高くなかったのは意
外であった。看護管理の授業でも時間をとって教授し，
国家試験の出題基準にも必修問題としている内容である。
チームナーシング方式を殆どの施設が採用して実践され
ていることが一般化され，あえて強調しなかったとも考
えられる。しかし，理解ができているか不確定な場合は，
カンファレンスなどで，実習病棟の看護方式はどのよう
な体制なのかなど理解の確認をする必要があったと考え
る。
病棟管理者の重要な役割である人事管理では，「勤務表
管理」が高い理解度であった。あとの項目は中等度にと
どまった。「配置・移動」「健康管理」「教育・指導」「キ
ャリア支援」は，看護師に対する人事管理・教育支援の
内容である。これらは，学生にとって，将来最も身近な
内容である。興味や関心をもって理解ができるように，
実習前のオリエンテーションや実習の重点内容であるこ
とを伝えるなど，病棟管理者との細やかな連携が必要で
あると考える。
病棟管理者の基盤となる指針としての教育との連携・
倫理観では「学生の教育指導」「実習生の受け入れ」「倫
理的感性」「倫理的指針」の理解は中等度であった。これ
らの内容は，学生には目視化しにくく，看護部長として
の原理原則を語られても学生のような未経験者にとって
は理解しにくかったのではないかと考える。また，教育
側としても，看護部長に対して自己の看護管理観や指導
観・倫理観を学生に教える意義や意図を十分に伝えられ
ていなかったと考える。そのことが「教育との調整・連
絡」の理解の低さにも繋がったと言える。統合実習が初
年度であったことを踏まえ，より綿密な連携が必要であ
ったと考える。
２．実習内容の理解度と達成度の相関関係
実習内容の理解度と達成度の相関をみると，自己評価
得点と実習内容の６項目すべてに有意な高い相関が認め
られた。これは実習内容を理解できた学生は達成度が高
いと言える。中でも，最も高い相関があった実習内容は，
「病院管理の役割業務の役割と業務」で，次いで，「病棟
管理者の組織管理」「看護部長の役割と業務」であった。
本調査で，学生の理解度が高かった項目や内容をみると，
病棟管理者よりも看護部長の役割や業務であった。実習
目標の内容別理解度をみても病院管理の役割業務や看護
部長の役割の理解度が高かった。学生の理解度が高けれ
ば，達成度も高いという相関関係となったといえる。
逆に，「病棟管理者の組織管理」と「病棟管理者の教
育・倫理観」の理解度が低いと達成度との相関も低いと
考えられる。
３．統合実習Ｂの学び・感想 
看護管理に関する学び・感想をコード数の多い順にみ
ると【管理者の役割・機能の理解と学び】が最も多かっ
た。その理解の内容をみると，『看護目標の重要性がわか
った』『リーダーの役割が理解できた』『師長の仕事が理
解できた』などと集約され，管理者の組織目標やリーダ
ーシップの取り方など具体的な学びに繋がり，さらに，
その内訳では「管理者が目標をもっていると働きやすい
と感じた」「管理者は責任が大きく幅広い視点が必要だと
思った」「管理職やリーダーの役割が理解できた」と述べ，
臨床実践能力の修得につながっていることが伺える。
チーム医療を推進していくためには，【他職種との連携】
が欠かせない。学生は，『他職種との連携を知る機会とな
った』や『他部門との連携が理解できた』などと理解で
きていると考える。その具体的な内容として，「他病棟に
行って生（実際）の連携を見ることができた」や「外来
などとの病院全体の役割が見えた」と述べており，実践
の場での見聞を通して学内での学びを臨地実習で統合し
て理解でき，臨床実践能力の修得に繋がっていると考え
る。その【チーム医療】では『チームとしての視点が理
解できた』とし，「チーム医療が患者家族を安心・安楽に
導くことが分かった」や「今までは患者との関係だった
がチームとしての視点がもてた」と述べ，これまでの実
習で1人の患者を受け持ちケアを実践していく中でチーム
としての看護活動であることを実感できていると考える。
学生にとって，これまでの臨地実習は，1人の患者を中
心にその患者の立場に立った見方を経験してきたと言え
る。看護部長として広い視野と多様な考えや判断を求め
られる立場から物事を捉える目が必要となる。【多角的な
視点】はそうした『違う視点での見方ができた』という
視点を持って物事に対処していくことを学ぶことができ
ていると考える。「今までは患者との関係だったが，組織
として働くという視点がもてた」「看護以外の視点から考
えられた」「多角なものの見方を学べた」などと述べてい
た。学生はこれまでの実習で， 1人の患者を受け持って
その患者のケアに責任を持つことが組織全体の中でどの
ように位置づけられていたのかを理解できたと考える。
学生の多くが【教育と臨地との連携不足】について指
摘している。そのために理解や学びが不十分であったこ
とは否めない。看護管理のマネジメントへの興味や関心
を削いだとも言える。柏葉らが「指導者に付いてのシャ
ドーイングが主となる実習では，ロールモデルである指
導者の行動を共同注視することで学生に指導者の意図が
伝わり先読みできるようになることで，学生の実践知を
育てることになる」と述べている。また，佐居らも「学
生は，看護師と行動をともにするシャドーイングをとお
して，自らのロールモデルを獲得していく」と言ってい
る。
管理実習が看護部長のシャドーイングを通して看護実
践を学んでいくなら看護部長に十分な意図やねらいを説
明しなければ伝わらない。学生の学びが確かな手ごたえ
とするためには，教育側の学生に学ばせたい意図やねら
いを詳細に説明し，将来臨床で広い視野をもって臨床実
践できる能力を修得させたいことを熱く語る必要があっ
たと考える。看護管理実習がシャドーイングを通して看
護実践を学ぶ実習ならなおさらである。学生は『教育と
臨地との連携不足』を指摘し，そのために『実習内容の
格差』や『実習への取組み』に影響を及ぼしたことを示
唆していると考える。学生の鋭い感性で「学校と病院の
調整が全くできていない」「看護部長の役割などをもっと
知りたかった」「管理についてつかみづらい点があった」
と述べている。この学生の思いを謙虚に受け止め，次に
活かすことが課題である。
【管理者の倫理観】について，『看護倫理は看護の基盤』
と学んでいる。学生は教育と臨地側との連携不足を指摘
しながらも，「看護倫理にのっとって実習を受け入れてい
たことを知った」「管理者の倫理観は必要不可欠なもの」
「患者やスタッフとの関係調整は倫理観に基づいて行って
いることを知った」と実習のねらいを十分に理解して学
べていると考える。さらに，【経験する楽しさ】では，
『楽しく実習ができた』『貴重な経験だった』や「すごく
楽しく興味深かった」，「今までに経験できないようなこ
とができた」と述べていることから，看護管理の醍醐味
を体験できたのではないかと考える。
以上のことから，学生が何をどのように学び，臨床実
践能力の修得をしたかをみると，管理者をロールモデル
としたシャドーイングによる学びができたと考える。看
護管理者がどのような役割業務を担っているかを理解し，
雲の上の存在が身近なチームの一員であることを実感で
きたと考える。チーム医療を推進していくには，他職種
の人たちとどのような連携が必要なのか，それぞれの関
係を繋ぐ役割は看護管理者の重要な役割であり，それを
実践するためには看護管理者の倫理観が基盤になってい
ることを多角的な視野を持つことで理解できたと考える。
何より，経験する楽しさを実感できたことは，ロールモ
デルである管理者や指導者のシャドーイングの効果に他
ならないと考える。
一方，教育と臨床との連携不足に対する鋭い感性をも
って観察をしている。教育側の者として謙虚に受け止め，
検討を加えて問題の解決に臨みたい。
本調査の分析を通して，臨床実践能力の修得に向けた
「統合実習Ｂ」の教育効果や今後の教育上の課題が示唆さ
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れた（図９）。
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図9　感想と学びの構造図
The level of achievement of consolidated practice experience B 
that focuses on the acquisition of skills in clinical practice
Haruko ONO,  Yasuko KAWASAKI,  Junko KAKEYA
Akiko ISOMOTO,  Kazuko SHIOMI,  Hiroko TSUGENO
Department of Nursing, Niimi College, 1263-2 Nishigata, Niimi, Okayama 718-8585, Japan
Summary
This study aimed to clarify the levels of achievement of consolidated practice experience B that is based on nursing management.
The following were identified as the results of analysis. Regarding the level of achievement, we compared the mean scores of 5 items
that were obtained using a 5-point Likert scale. The level of understanding was measured by comparing each item using an interval
scale.
1. The results showed a high “level of training goal achievement” (96.3%) and “future applicability” (93%).
2. Concerning the level of understanding according to training goal items, “bed management in a hospital ward” showed the highest
score (3.9 points), and “educational cooperation and ethical views” showed the lowest score (3.0 points).
3. Regarding the level of understanding according to training goal contents, the highest level of understanding was observed in
“medical team”, “safety management”, and “securing and cultivation of human resources” (98.3%), and the lowest level in “functional
evaluation of nursing practice” (51.2%). A low level of understanding was also observed in “coordination and cooperation between
educational and clinical settings” (66.7%). 
4. There was a strong correlation between “the level of training goal achievement” and “the level of understanding of practice contents”
(r=0.70-0.50, P<0.000).
5. As free text comments, the students mentioned that they learned “roles and functions of a manager”, and pointed out insufficient
cooperation between educational and clinical settings.
The above findings showed that the students rated themselves as having realized high-level achievements in nursing management
practice, “consolidated practice experience B”, which was conducted in the initial year after the curriculum reform, and the practice
contributed to the acquisition of skills in clinical practice and cultivation of fundamental nursing management skills. The identified
educational problems must also be solved after examining them.
Key words: Level of achievement/understanding, consolidated practice experience B, shadowing, skills in clinical practice
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